
ミ
ナ
Z
タ
ロ
マ
ル

南
黒
丸

珠
洲
部
直
郷
の
思
…

丸
は
、
明
治
に
至
っ
て
南
皐
a

丸
と
改
め
ら
れ
た
。

Z
-T
Z
ゴ
ホ
リ

南

郡

根

城
録
に

『刷出
州
南
部

地
名
=
直
下
型
-
』
と
あ
り
、
北
陸
七
凶
芯
に
は
能
祭
・

江
川
山
町
守
の
市
絡
を
攻
隊
け
る
と
見
え
、
天
正
四
年
八

月
一
授
首
領
辿
お
し
て
下
問
刑
部
卿
法
制
に
典
へ
た

訴
欽
に
は
、
陥
商
加
と
あ
る
。
江
泊

・
能
祭
を
南
部

と
い
う
た
と
見
え
る
。

Z
ナ
ミ
サ
サ
ヅ
カ
南
笹
塚

石

川
郡
山
肌
江
郷
に

鴎
す
る
部
古
川
。
江
文
十
年
の
村
御
印
に
は
悶
篠
原
と

す
る
。

主
-T
Z
サ
ン
ゴ
ウ

南
三
郷
路
応
酬
酬
に
邸
L
、

山
市
政
時
代
で
は
、
麻
生
・
郡
能
・一甘椋
・
小
架
・棋
山
・

外
林
・柑
子
山
・清
水
平
の
八
ヶ
村
を
含
ん
で
居
た
。

ミ
ナ
Z
シ
ジ
ユ
ウ
マ

南
四
十
高
一
h
w
H

石
川

泌
四
十
闘
の
内
の
小
手
。

zナ
Z
シ
ラ
エ
シ
ョ
ウ

南

白
江
庄

能
楽
部
に

在
っ
た
。
文
永
四
年
に
延
田
町
寺
東
塔
に
お
せ
ら
れ
て

か
ら
、
永
〈
妙
法
院
領
と
な
っ
て
ゐ
た
。
今
料
梅
郷

由
江
村
が
あ
る。

Z
ナ
Z
シ
ン
ポ

宿
新
保
石
川
郡
鞍
且
庄
に
回

す
る
部
務
0

・
文
明
八
年
十
一

月
四
日
附
努
興

・
点
努

か
ら
一
山
間
中
に
宛
て
た
判
相
官
に
、
『
悩
卸
修
理
大
夫

知
行
分
加
賀
閥
品
川
月
庄
内
南
新
保
西
方
革
、
度
々
彼

成
務
皆
、
一
誠
知
無
栢
巡
之
出
陣
及
迩
飢
云
々
。
』
.
と
見
え

旬。。

南
千
石

河
北
制
訂
ケ
庄
に

ミ
ナ
Z
セ
ン
ゴ
タ

邸
す
る
部
前
柄
。

ミ
ナ
ミ
チ
ユ
ウ
ジ
ヨ
ウ

肢
に
闘
す
る
邸
世
間
。

ミ
ナ
ミ
チ
ヨ
ウ

南
町

金
剛
仰
の
問
名
。
本
願
幸

文
お
永
隊
十
年
十
一

且
抗
日
『
金
様
殿
へ
怒
街
地
麹

室
之
市
』
と
首
組
し
た
も
の
に
、
悶
町
ひ
ろ
お
か
や

南
中
綜

河
北
郡
井
上

ミ
ナ

と
指
名
す
る
も
の
を
初
見
と
す
る
。
仰
に
佐
久
間
脱

政
時
代
の
尾
山
入
間
を
鍬
へ
る
も
の
は
信
を
措
き
舷

い
が
、
雨
町
が
そ
の
中
に
在
る
こ
と
は
正
し
い。

ミ
ナ
ミ
デ

南
出

珠
洲
郡
川
内
紋
の
内
の
小
止すO

Z
ナ
Z
ト
キ
タ
ニ

南
時
園
以
来
郡
時
酬
の
う

ち
も
と
蒜
附
制
で
あ
っ
た
部
分
を
、
明
治
に
主
っ
て

問
時
凶
と
都
し
た
。
問
時
闘
は
上
時
凶
・品
日
々
木
に
分

か
れ
、
そ
の
倍
々
木
は
問
問
山
聞
と
の
入
品
口
で
あ
る
。

zナ
Z
ニ
グ
ン

南
二
郡

』

ミ
ナ
ミ
プ
ホ

リ

雨
制
。Z

ナ
Z
ノ
マ
ル

南
丸

山
川
利
長
が
九
月
十
六

日
附
〈
年
不
詳
)
伯
笛
・M
M
g
二
人
'
処
の
手
訟
に
、
句
わ

ざ
と
巾
入
候
。
仰
は
ね
ぱ
し
の
石
が
き
・南
の
丸
ど
れ

も
出
来
巾
候
。
』
と
あ
る
。
南
の
丸
の
名
は
後
山
金
帯

域
内
に
な
い
。
本
丸
の
南
方
で
あ
る
か
ら
、
後
の
御

花
品
の
地
か
と
思
は
れ
る
o

J
ハ
ネ
パ
シ
跳
締
。

Z
ナ
Z
ハ
生
シ
ョ
ウ

南
畠
庄

天
台
座
宅
記
文

永
況
年
に
加
賀
閥
岡
山
出
航
が
見
え
る
が
、
そ
の
位
U
U

は
明
ら
か
で
な
い。

ξ
ナ
ミ
ハ
ラ

南
原

部
一
帯
。Z

ナ
ミ
ヒ
ロ
ヲ
カ

邸
す
る
部
w
m
。

河
伯
郡
小
坂
住
に
崩
す
る

南
鹿
岡

石
川
川
戸
仮
郷
に

が
あ
る
。
金
城
深
秘
録
に
、
『
御
焼
失
以
前
、
三
，御

丸
陥
御
門
は
、
末
漆
大
手
の
門
の
材
木
也
と
市
川
間

候
。
』
と
見
え
て
、
こ
の
焼
失
は
貸
出
悶
九
年
の
こ
と

で
あ
る
。

zナ
ミ
ヤ
マ

南
山

岡
荒
川
栃
木
の
内
の
小
宰
o

zナ
ミ
ヤ
マ

南
山

珠
洲
郡
山
相
山
庄
に
印
す
る

朗
副
首
問
。

ミ
ナ
ミ
ユ
ウ
ラ
ホ

南
湯
浦
保

J
ユ
ウ
ラ
ホ

湯
揃
保
。

ミ
ナ

Z
ヨ
コ
ネ

南

横
根

河
町
制
引
上
庄
に
邸

す
る
部
古
川
。

Z
ナ
ミ
ヨ
コ
ネ
ジ
ヨ
ウ

南
横
根
被
河
北
郡刊副

総
の
山
上
な
る
加
賀
・越
中
岡
凶
の
界
に
在
っ
て
、地

方
入
は
城
山
と
呼
ぶ
が
、
昨
民
主
は
明
ら
か
で
な
い。

Z
ナ
、
ミ
ヨ
シ
ダ

南

吉
田

羽
咋
部
抑
水
北
庄
の

吉
川
山
は
、
明
治
に
平
一
っ
て
雨
宮
山
と
即
め
ら
れ
た。

Z
ナ
Z
リ
ュ
ウ
ガ
パ
パ

南
龍
ヶ
馬
場

1
v
リ
ユ

ガ
バ
バ
飽
ヶ
馬
場
。

ミ
ナ
ミ
ロ
ヲ
マ
イ
マ
チ

南
六
枚
町

金
制
仰
の
削

名
。
元
政
九
年
の
地
子
町
肝
煎
披
白
川
附
に
、
六
枚
町

の
次
に
市
六
枚
問
・
北
六
枚
町
と
見
、
足
、
凶
取
呂
披

m答
に
紋
せ
た
令
一
部

u

町
名
に
も
亦
記
仙
附
さ
れ
る
。
六

枚
町
の
裂
で
、
今
柳
町
に
臨
す
る
o

zナ
モ
ト
シ
生
ガ
フ

源

順

阻

融
天
山
市
の
天
元

二
年
正
且
能
驚
守
に
任
ぜ
ら
れ
た
。
附
は
酬
明
餓
天
皇

四
怖
の
民
間
で
、
博
聞
強
記
、
県
利
泌
を
核
ね
、
詩
文

に
巧
み
に
和
敬
に
線
建
で
あ
っ
た
。
初
め
天
隠
七
年

世
以
て
文
立
住
に
第
げ
ら
れ
、
官
dT
山前
・ね
た
後
、
伊

賀
・伊
勢
の
守
に
任
ぜ
ら
れ
ん
こ
と
を
初
号
た
が
前

さ
れ
な
か
っ
た
の
で
、
聞
は
之
を
的
。
、
無
風
牛
の

拡
を
作
っ
て
悦
を
述
べ
た
。
夫
以
則
ち
之
を
憐
み
、

制
を
し
て
能
較
に
赴
か
し
め
給
う
た
と
い
ふ
。

Z
ナ
モ
ト
ミ
チ
h
F

ネ

源相
岨
胤

初

出
削
泊
務

・
降

永
。
逝
枇
の
男
。
永
正
十
六
年
父
の
加
賀
に
箆
じ
た

る
を
以
て
、
十
八
年
正
且
下
凶
L
、
大
永
二
年
七

M

上
治
し
た
が
、
三
年
四
且
文
凶
に
就
き
、
京
年
十
且

上
治
、
七
年
継
中
納
言
に
進
み
、
平
総
ご
年
八
月
五

日
三
十
二
訟
を
以
て
硲
じ
た
。

Z
ナ
モ

aF
Z
チ
ナ
リ

源
極
成

後
深
草
天
H
r
M
山

長
六
年
白
山
の
衆
徒
等
、
同
司
狐
泌
成
に
封
し
て
不

梢
を
抱
き
、正
且
八
日
本
宮
の
制
烈
を
治
相
似
せ
し
め
、

次
日
之
を
凶
街
に
桜
入
れ
た
所
、
十
日
食
創
宮
内
跡

血
(
亦
品
目
し
、
十
一
日
器
本
の
耐
興
も
之
に
随
う
た
と

あ
る
が
、
こ
の
事
件
の
街
地
は
明
ら
か
で
な
い
。

Z
ナ
モ
ト
ミ
チ
ナ
リ

源
益
源
一

保
天
皇
の
出
、

源
道
梼
能
訟
に
下
っ
た
。
是
よ
り
先
逝
積
の
府
見
方
凶

能
昌
明
守
に
任
ぜ
ら
れ
た
が
、
悦
に
老
鼠
の
身
で
、
多

年
住
み
慣
れ
た
花
洛
を
殴
れ
る
を
悲
し
み
、
先
，っ
そ

の
子
治
桝
を
也
は
し
て
、
治
路
山
河
の
峻
易
と
、
任

附
風
土
の
普
怒
と
を
現
時
M

せ
し
め
た
。
時
に
親
成
政

笛
皆
そ
の
行
を
枇
に
せ
ん
が
鎚
に
束
。
脅
し
た
が
、

こ
の
時
近
梼
が
そ
の
則
雄
の
仰
を
詠
じ
た
『
と
ま
る

べ
き
道
に
は
あ
ら
ず
中
々
に
巴
一ゐ
は
で
ぞ
け
ふ
は
ゆ
〈

べ
か
0
け
る
』白
献
は
、
前
叫
泊
出
倒
的
叫
に
見
え
ろ
。

Z
ナ
モ
ト
ミ
チ
ナ
リ

源
語
気
椛
中
納
言
悦
泌

胤
の
子
。
永
正
十
四
年
十
一
且
虫
。
天
文
六
年
加
賀

に
下
凶
、十
年
上
格
。
永
徹
二
年
再
び
加
賀
に
下
。
、

入
年
九
且
三
日
そ
の
地
に
於
い
て
悠
臨
を
病
ん
で
波

L
、
此
の
日
内
大
臣
に
任
ぜ
ら
れ
た
。

ミ
ナ
モ
ト
Z
チ
ヨ

源
遁
世

前
内
大
臣
源
泊
先

の
子
。
克
正
六
年
生
。
続
中
納
言
に
進
み
、
永-止
一兆

年
之
を
砕
し
、
十
六
年
十
二
月
引
六
日
加
賀
に
硲
じ

た
。
亭
年
抗
十
五。

Z
ナ
モ
ト
ヨ
シ
ツ
ネ

源

義

経

ご

〉
磁
終
的
治

川町

l
文
治
元
年
級
副
院
立
を
得
て
滋
終
を
趨
討
せ
ん

と
し
た
の
で
、
戦
終
は
所
々
に
治
ぼ
し
た
後
、
=一年

八
二
三

zナ
ミ
モ
リ
モ
ト

南
森
下

河
北
郡
引川
上
庄
に

臨
す
る
邸
匹
前。

組
賂
記
に
、
森
下
の
門
出
長
池
田
金
右

衛
門
邸
内
に
組
先
大
隅
鋭
利
州
の
即
時
が
あ
る
。
こ
の
地

の
東
山
に
殴
似
の
あ
る
の
が
、
そ
の
郎
跡
で
あ
る
と

記
す
る
。
餓
知
の
怒
昨
は
今
も
存
す
る
が
、
そ
れ
を

餓
知
と
す
る
も
の
は
哲
知
泊
刷
出
制
酬
の
こ
と
な
る
べ

く
、
果
し
て
然
ら
ば
か
L

ろ
加
に
出
鐙
せ
ら
れ
た
所

以
を
見
ぬ
。

Z
ナ
ミ
モ
ン

南
門

金
祁
城
内
=
一
，
丸
か
ら

m，

丸
へ
逝
ふ
門
で
、
一剛
山
輪
撹
の
畑
に
は
、
所
前
土
師
仙


